
 

「不落石お守り」をいただきました！  

　NEXCO東日本長野工事事務所の方から、岩盤撤去工事

で高速道路に落ちないように回収した「不落石お守り」を

３年生全員に寄贈していただきました。NEXCO東日本長

野工事事務所は、上信越道北野牧トンネル（松井田町北野

牧）上部にある高さ70ｍに及ぶ岩塊の除去を2017年から

進めていて、「不落石お守り」はこれまでに崩落や落石せ

ずに無事に工事が続いていることにちなんだものです。「お

守りを持って体調に気をつけて勉強に励んで欲しい」と志

望校合格を後押ししてもらいました。 

　いよいよ明日からの20日（木）、21日（金）は公立高校

の入試です。自分の進路実現に向けて、少しでも心の支え

になればと思います。 

 

「学びアップ」ウィーク開催中！  

　1・2年生は、2/20（木）・21（金）の3学期期末テストに向けて、「学びアップ」ウィ

ークの真っ最中です。2月20日（木）までは「学びアップ」シートに家庭学習の予定を入

力し、翌日にその結果を自分で振り返ることに

なっています。１年生の１日の目標学習時間は

70分以上、２年生は80分以上です。自分の家

庭学習の様子を振り返ることはとても大切です。

学習時間だけでなく、教科のバランスや学習の

質も振り返ってみてください。今年度の最後の

「学びアップ」ウィークになります。全員の提

出を期待しています。 
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当たり前のことにも感謝の気持ちを！  

　早いもので令和6年度も残すところわずかとなりました。年度末のこの時期、生徒たち

には、今年度お世話になった方々に感謝の気持ちをもってもらいたいと思い、２月10日

の全校集会で次のような話をしました。  

　今では当たり前になったコンビニエンスストアですが、日本で初めて開店したのは今から50年前で

す。朝7時から夜11時までの営業時間だったのでセブンイレブンという名前であることは有名ですが、

その当時のお店のほとんどは午前10時頃開店し、夕方6時過ぎには閉店するのが一般的でした。私は

当時小学生でしたが「朝7時から夜11時までお店が開いていても一体誰が買い物に行くのだろう？」

と不思議に思ったものでした。それが今では当たり前になり、逆に「24時間営業じゃないと不便！」

という声すら聞こえてきそうです。最初はありがたいと思っていたのに、いつの間にそれが当たり前

になり、いつしかもっと上の要求をするようになる…。私たちの生活の中にも、本当は当たり前では

ないことを当たり前と思ってしまっていることはないでしょうか？ 

　世界を見渡すと、私たち日本人にとって当たり前のことも世界の国の中には当

たり前でないことも多くあります。例えば、「今、幸せですか」と尋ねられたと

き、みなさんならどう答えますか？発展途上国の貧しい人たちに「今、幸せです

か？」と尋ねると、「今日はご飯が食べられたから幸せです。」と答えることがあ

るそうです。日本人で同じように答える人はいないと思います。ほとんどの日本

人にとってご飯を食べられることは当たり前だからです。そんな世界の様子を知

るのに、『世界がもし100人の村だったら』という本が参考になります。この本

は当時63億人いた世界の人口を100人の村に縮小して表した内容が書いてあり

ます。 

　●100人のうち20人が栄養が十分ではなく、1人は死にそうなほどです 

　●75人は食べ物の蓄えがあり、雨露をしのぐところがありますが、あとの25人はそうではありま

　　せん。 

　●17人はきれいで安全な水を飲めません。 

　●村人のうち2人がコンピュータを持っていますが、14人は文字が読めません。 

　今、私たちが当たり前だと思っている「ご飯が食べられること」「雨露をしのげる家があること」「勉

強ができること」「仲間がいること」などは、どれも当たり前のことではないのかもしれません。 

　もう一冊、本を紹介します。この本は、貧しい国の子どもたちの生活を写真に撮っている池間哲郎

さんというカメラマンが書いた本で、本のタイトルはゴミの山でゴミ拾いをして生活している10歳く

らいの少女に「あなたの夢は何ですか」と質問した答えが本のタイトルになっています。 

　みなさんなら「あなたの夢はなんですか」と聞かれたら何と答えますか？教室に貼ってある自己紹

介カードを見せてもらうと、「サッカー選手」「Youtuber」「いい高校に入る」

…というのもありました。 

　この本のタイトルは、『あなたの夢は何ですか？私の夢は大人になるまで生

きることです。』世界には、生きることさえ当たり前でない人もいるのですね。 

　私たちはつい様々なことに不平、不満を言ってしまいますが、当たり前の

ことに感謝して、今日一日を精一杯生きなければならないと思います。 

　今年度もあと少しになりました。当たり前に思えても、いろいろな人、い

ろいろなものにお世話になりながら、今日まで頑張ってくることができまし

た。ぜひ残り少なくなった日々を感謝の気持ちをもって生活してください。


